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14． 量子 極 限状態 で の GaAs に お け る

　　　サ イ ク ロ ト ロ ン 共 鳴吸収 と電子 散乱

小　堀 裕　己

　サ イ ク ロ ト ロ ン共鳴 は ， 固体中の バ ン ド構造ば か りで な くキ ャ リァ の 散乱機構に つ い て 有力

な情報を与 えて くれ る 。

　　　方 ω C ＜ 鯨 r （ω C ：サ イ ク ロ トロ ン 角周波数 ）

が成立す る古典的領域で の 各種散乱の 緩和時間は ， 零磁場で の D ．C ．理論に よ っ て 良 く説明 さ

れ る 。遠赤外 レ
ーザ ーを用 い た サ イ ク ロ トロ ン共鳴 の 実験は 4．2K で ，

方 ω
〔1》 kB　T の 量子極

限状 態で 行なわ れ るか ら ， 散乱緩和時間は 古典的領域 方 ω c 〈 馳 r　で の 散乱 とは異な っ た エ

ネ ル ギー依存性 をもつ こ とが期待 され る 。 事実 ， 今回 の
一連の 実験で 次の よ うな事が 確か め ら

れ た 。 量子極限状態 方 ω c 》 hB　T で ，

（1｝ 電子 一
中性 ドナ

ー散 乱 の 逆数緩和時間は磁場 の B
− 1／2

に 比 例 し ，
方 ω c

〜 鯨 7　付近 か ら

Erginsoy の 式 （D ．　C．理 論 ）か らずれ て 小 さくな る 。 　 ま た Erginsoy の 式同様 ， 中性 ドナ
ー

濃度

に比 例す る 。

  　電子
一

電子散乱は 伝導電子密度の 1 乗に比例する 。

（3） 電子 一 フ ォ ノ ン 散乱は ， 量子極限の サ イ ク ロ ト ロ ン 共 鳴の 電子 一フ ォ ノ ン 散乱理 論で は説

明が で きない 。
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